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       巻頭インタビュー▼ 
     地域内で活き活きと活躍されている伊深人にお話をお聞きしました 

 

第１６回 

 

 

 

 

 

 

 

 

上本郷  

 青山道子さん  青山誠作さん 
（お話は奥さんの道子さんにお聞きしました） 
Ｑ 最近伊深へ越して来られたとのことですが、そ

のいきさつは？ いろいろな偶然が重なってこう

なったんですが、ひとことで言えば二人の子ども

たちにとって一番居心地のよい場所が伊深だった

ということです。私が横浜、主人は名古屋の出身

なんですが二人ともアメリカのカリフォルニアで

仕事をしていたときに知り合い、結婚後は長野県

南東部の村に住んでいました。その後家族の事情

で実家に近い神奈川県真鶴町（まなづるまち）に

移りました。今年に入って主人の家族が住む岐阜

県に移ることになり、美濃加茂のワークマンの店

を引き継ぐことになったとき、子どものためには

これまでの真鶴町とあまり変わらない環境の学校

に入れたいと思って小規模校を探したんです。 

Ｑ それで？ ７月に美濃加茂市教委に問い合わ
せしたところ３つの中学校を紹介され、まず、上
の子が双葉中を気に入ったため、その校下で一軒
家を探したところ、なかなかなくて偶然今のとこ
ろが貸してもらえることになったんです。それで
夏休み中に双葉中校下の小学校を訪ねて先生方と
面会しところ、下の子が「伊深小学校が自分の居
場所だ」と言ったことと、親の私たちにも校長先
生を始め先生方の熱意がひしひしと感じられたた

め伊深へ来ることにしたんです。さっそく、夏休
みのうちに越してきたというわけです。 
Ｑ まだ３か月ほどですが伊深の印象はどうです
か？ 私は海の近くで生まれたので「水」のある
風景が好きなんです。それも「流れる水」が。そ
の点、天王用水の流れるここが落ち着きますし、
窓から眺めて電柱のない景色も気に入っています。 
Ｑ 人のことはどうですか？ 最初のころ家の付近
を通りがかった子がいたので「双葉中の子？」と
声をかけたら、その子が「Yes What？」と応えて
きたので英語で応対したら、その後は分からなか
ったみたいで首をかしげていました。『おもしろい
子がいるなあ』と思いましたね。住んでみるとい
ろんな人がいておもしろいですよ。新参者の私が
遠慮しているだろうと思って気を使ってくださる
方も多いんですが、私は何でも遠慮なしに言える
ほうなので心配は要らないんです。アメリカでは
人種差別みたいなことも経験しましたしね。 
Ｑ 子どもさんのようすはどうですか？ すでに泣
いて帰ってきたこともありますけど、励ましてい
ますよ。小さな学校といえどもいろんなことがあ
ることは覚悟していますので。 
Ｑ 人づきあいには慣れていらっしゃる？ 外国暮
らしも含めて 20 回以上引っ越しを経験していま
すが、新しく入ったときに『人の家に上がらせて
もらうんだから』という意識は持つようにしてい
ます。いつどこでまたお世話になるかもしれない
と思いますから。それは決して「遠慮する」とい
うことではなくて、互いに尊重しながらも言うべ
きことは言えるような関係ということでしょうね。
私の方はいつでも「パカーン」と開いています。 
Ｑ 伊深の人に要望されることは？ ここは地域
と学校の関りが強いと聞いていますが、ぜひその
関りを大切にしていってほしいですね。双葉中で
よその子を呼んで注意している親御さんを見かけ
ましたが素晴らしいと思いました。よその子でも
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叱れるくらいの信頼関係が子どもを育てることに つながるんじゃないかと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

地域内での最近のトピックスを紹介します 

11.1 伊深町文化祭が開かれました  ― ステージ・パネル・校庭で ― 

第 36 回目となる伊深町文化祭が小学校体育館の

内外で開かれました。今年も展示の部では力のこも

った力作が並び、ステージ発表の部では歌と踊りを

中心とした発表が行われたほか、体育館前ではバザ

ー品や季節の果物、焼き芋、みたらし、うどん、味

ご飯、菓子などの即売でにぎわいました。 

   

 

最後に恒例のもちまきとお楽しみ抽選会が行われ、特等の「バリスタ」などが当選者に手渡

されました。 

11.16 ほくぶ保育園児が焼き芋を楽しみました  ―先日収穫したお芋で― 

ほくぶ保育園児が先日下本郷の畑で

収穫したさつまいもで「焼き芋」を楽

しみました。もみ殻を使った昔ながら

の方法でじっくり焼き上がったお芋

を、園児たちはおいしそうに並んでほ

おばっていました。 

 

    

11.17 伊深小で「子どもまつり」が開かれました  －表現力に更にみがき－ 

伊深小で「子どもまつり」が開かれ、手作りの遊びや朗読劇・

音楽劇で全校児童と地域の皆さんが楽しいふれ合いのひとときを

過ごしました。 

今年度は「表現力を高める活動」に磨きがかけられ、低学年、

中学年、高学年がそれぞれ練習に取り組んできた発表が行われた

ほか、ふれあいタイムでは「ぴょんぴょんあいさつうさぎ」を飛

ばして楽しみました。 

 

    

11.19 伊深小 PTAが文部科学大臣賞を受賞  －PTA全国大会で－ 

東京で PTA 活動に対する全国表彰が行われ、地元伊深小 PTA

がみごと文部科学大臣表彰の栄誉に輝きました。これは、PTA 活

動に優秀な実績を挙げている PTA を全国的に表彰するため、毎

年行われているもので、今年度岐阜県の小学校では他の 1 校とと

もに選ばれたものです。表彰式には北川 PTA 会長と石田校長先

生が出席されました。伊深小学校 PTA 関係者の皆さま、おめで

とうございました。 
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